
令和６年２月29日（木）、東海防衛支局は、名
古屋市中小企業振興会館吹上ホール（愛知県
名古屋市）において、防衛本省及び防衛研究
所から講師を招き、防衛問題セミナーを開催
しました。
来場された約二百名の方々は、熱心に聴講し、
質疑応答では、時間の都合により、質問希望者
全員を指名することができない状況となるなど、
改めて、防衛力の抜本的強化に対する関心の
高さが窺えました。
皆様からいただいた意見も踏まえ、今後も
防衛問題セミナーを企画・開催してまいります。

講演に先立ち、主催者である東海防衛支局の宮原賢治支局長は、挨拶の中で、
「我が国を守るには、自衛隊が強くなければならないことは当然ですが、国全体が
連携しなければ国の防衛は成し得ません。この東海地域には防衛生産・技術基盤も
多くあり、防衛力の抜本的強化の取組は、皆様の生活に近いところに存在していま
す。自分たち自身の問題として国の防衛に関心を持っていただけるよう、今日の
セミナーの話を持ち帰り、職場や家庭で話題にしてください。」と来場者にお願い
するとともに、本セミナーの開催に協力をいただいた方々への感謝を申し述べました。

防衛問題セミナーを開催
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【東海防衛支局 宮原賢治支局長】

【主催者挨拶】
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講演では、ロシアのウクライナ侵略で用いられた新しい戦い方や中国・
北朝鮮の軍事活動の実例を挙げながら、防衛力を抜本的に強化する背景
事情、スタンド・オフ防衛能力や統合防空ミサイル防衛能力などの防衛力
の抜本的強化の具体的な内容、防衛予算などについて詳しく説明しました。
その上で、「侵略の意思をくじく抑止力」と「侵略を阻止する対処力」が
私たちの日常を守り抜くと締めくくりました。

【第１部講演：防衛省整備計画局防衛計画課 中野憲幸課長】

第１部では、防衛省整備計画局
防衛計画課の中野憲幸課長が
「新たな国家安全保障戦略、国家
防衛戦略、防衛力整備計画」と題
して講演を行いました。

【第１部 講演】
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【第２部講演：防衛省防衛研究所地域研究部中国研究室 飯田将史室長】

第2部では、防衛省防衛研究所地域
研究部中国研究室の飯田将史室長が
「台湾情勢と東アジアの安全保障」と
題して講演を行いました。

講演では、台湾政治及び台湾世論の動向、中国による台湾統一のアプローチ、
台湾への軍事的威嚇を強化する中国、台湾周辺地域の緊張を高める中国軍の
活動、中国軍とロシア軍との連携の進展などについて、専門的な見地から
詳しく説明しました。
その上で、台湾海峡の平和と安定が損なわれることは、日本の安全保障に
とって重大な脅威であり、台湾の戦略的重要性は高まっていると締めくくり
ました。

【第２部 講演】


